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第
百
三
十
六 

  
 

大
量
輸
送 

   
 
 
 
 

一 
  

薄
利
多
売
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
立
す
る
に
は
、
大
量
か
つ
確
実
な
生

産
と
輸
送
の
手
段
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
扱
う
の
は
輸
送
の

こ
と
で
あ
る
。 

 

ま
ず
動
い
た
の
は
鉄
道
、
す
な
わ
ち
日
本
国
有
鉄
道
の
貨
物
部
門

だ
っ
た
。 

 

一
九
六
八
年
十
月
、「
貨
物
情
報
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し

た
。
そ
の
ね
ら
い
は
貨
物
を
急
行
で
輸
送
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
乗
客
を
乗
せ
た
旅
客
急
行
で
は
な
く
、
貨
物
専
用
列
車
の
走

行
時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
の
で
あ
る
。
試
験
運
用
は
そ
の
年
の
四

月
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
十
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
制
式
運
用
に
入
っ

た
。 

 

対
象
は
地
域
間
急
行
百
六
十
八
本
の
う
ち
の
八
十
六
本
だ
っ
た
。

道
路
輸
送
に
対
す
る
鉄
道
貨
物
の
優
位
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
運

送
依
頼
の
申
し
込
み
に
対
し
て
即
答
で
き
る
体
制
を
作
る
。
こ
れ
に

よ
り
地
方
の
工
場
や
生
産
地
は
計
画
的
に
大
量
輸
送
を
実
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

さ
ら
に
「
コ
ン
テ
ナ
」
と
い
う
新
し
い
輸
送
手
段
が
誕
生
し
た
。 

 

鋼
鉄
製
の
大
き
な
ボ
ッ
ク
ス
に
荷
物
を
詰
め
込
み
、
そ
の
ま
ま
船

や
貨
車
や
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
ア

メ
リ
カ
で
発
明
さ
れ
た
た
め
に
、
大
き
さ
は
八
×
八
×
二
十
フ
ィ
ー

ト
に
規
格
化
さ
れ
て
い
た
。
貨
物
列
車
や
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
、
こ

の
と
き
か
ら
こ
の
サ
イ
ズ
が
基
準
と
な
っ
た
。 

 

鉄
道
の
貨
物
列
車
は
黒
塗
り
の
貨
車
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
だ
が
、
家
畜
用
の
開
放
車
、
液
体
燃
料
用
の
タ
ン
ク
車
、
鉱
石
用

の
無
蓋
車
な
ど
各
種
が
あ
り
、
こ
こ
に
コ
ン
テ
ナ
用
の
台
車
型
車
両

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
台
車
に
コ
ン
テ
ナ
を
二
個
な
い
し
三
個
、

固
定
し
て
運
ぶ
。
港
湾
や
工
場
へ
の
引
込
み
線
を
使
え
ば
、
原
材
料

や
二
次
工
業
製
品
に
「
ユ
ニ
ッ
ト
・
ロ
ー
ド
方
式
」
が
適
用
で
き
る
。 

 

た
だ
し
そ
の
た
め
に
は
、
搬
送
に
必
要
な
貨
車
を
整
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ど
の
種
類
の
貨
車
が
何
両
、
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
状
態
に
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
最
適
な
列
車
を
編
成
で

き
な
い
。
し
か
も
貨
車
の
す
べ
て
が
国
鉄
の
保
有
で
は
な
か
っ
た
。

大
口
需
要
の
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
に
専
用
の
貨
車
を
作
っ
て
、
そ
の
運

用
を
国
鉄
に
委
託
し
て
い
た
の
だ
。 

 
か
つ
、
貨
車
を
ど
の
よ
う
な
順
番
で
連
結
す
る
か
、
貨
物
集
積
駅

で
ど
の
よ
う
に
他
の
路
線
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
貨
車
と
組
み
合
わ
せ
、

ど
こ
で
ど
の
貨
車
を
解
結
（
連
結
解
除
）
す
る
か
―
―
の
計
画
表
を
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作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
現
場
の
操
車
員
に
正
確
に
情
報
を

伝
達
し
、
時
刻
表
を
作
っ
て
い
く
に
は
、
も
は
や
通
常
の
旅
客
列
車

の
ダ
イ
ヤ
を
作
成
す
る
技
術
で
は
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。 

 

ま
さ
に
計
算
機
は
そ
の
問
題
を
解
決
し
た
。 

 

こ
の
た
め
に
国
鉄
は
牽
引
す
る
機
関
車
と
貨
車
の
す
べ
て
に
統
一

的
・
体
系
的
な
コ
ー
ド
を
割
り
振
っ
た
。
最
初
は
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
ス

社
の
「
Ｇ
―
１
５
」、
次
い
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｃ
４
９
０
を
導
入
し
て
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
指
向
し
て
い
た
。
端
末
装
置
は
百

台
で
、
国
鉄
が
保
有
す
る
独
自
の
駅
間
通
信
網
を
活
用
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
も
、
国
鉄
は
民
間
に
比
べ
て
優
位
だ

っ
た
。 

  
 
 
 
 

二 
  

戦
後
経
済
復
興
に
伴
う
中
間
層
の
形
成
と
い
う
意
味
で
は
、
一
九

六
四
年
の
二
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
座
席
予
約
シ
ス
テ
ム
「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

（M
agnetic electoronic A

utom
atic Reservation System

）
が
画

期
を
な
し
た
。
の
ち
に
銀
行
の
Ｃ
Ｄ
／
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
並
ぶ
大
規
模
な
リ

ア
ル
タ
イ
ム
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、「
ニ
ッ
ポ
ン
っ

て
す
ご
い
」
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
情
報
処
理
学
会
の
歴
史
特
別
委
員
会
が

編
纂
し
た
『
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
歴
史
』（
一
九
八
五
）
お
よ

び
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
博
物
館
」
に
詳
細
な
解
説
が
載
っ
て
い
る
。
本

書
は
「
剽
窃
」
を
標
榜
し
て
憚
ら
な
い
の
で
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
博

物
館
」
か
ら
引
用
す
る
。（
算
用
数
字
も
含
め
原
文
マ
マ
） 

  

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
１ 
 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
１
は
我
が
国
初
の
本
格
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ア
ル

タ
イ
ム
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
．
全
国
の
多
数
の
列
車
を
対

象
と
し
、
単
に
座
席
指
定
だ
け
で
は
な
く
，
予
約
業
務
全
般
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
が
図
ら
れ
た
。
国
鉄
か
ら
東
京
大
学
に
移
っ
て
い
た
穂

坂
衛
の
原
案
に
従
っ
て
、
国
鉄
と
日
立
製
作
所
の
協
力
に
よ
り
、
シ

ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
。 

 

１
９
６
３
年
、
東
京
の
秋
葉
原
駅
に
中
央
装
置
が
設
置
さ
れ
、
翌

年
２
月
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
に
代
っ
て
営
業
を
開
始
し
た
．
当
初
は
４
列

車
分
の
２
４
０
０
座
席
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
３
月
に
は72

列

車
３
２
０
０
０
座
席
を
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
１
０
月
に

は
同
形
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
２
が
追
加
さ
れ
，
全
国
１
５
２
駅
に
「
み

ど
り
の
窓
口
」
が
開
設
さ
れ
た
．
同
年
末
に
２
３
８
列
車
１
２
万
７

０
０
０
座
席
に
つ
い
て
、
前
後
八
日
分
が
自
動
化
の
対
象
と
な
っ
た
。 

 
シ
ス
テ
ム
は
、
列
車
、
運
行
ダ
イ
ヤ
、
料
金
な
ど
の
表
の
検
索
を

行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
座
席
フ
ァ
イ
ル
を
用
い
て
空
席
パ
タ
ー
ン
の

探
索
と
更
新
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
お
よ
び
、
シ
ス
テ
ム
全
体
の

処
理
の
流
れ
を
管
理
し
、
制
御
を
行
う
主
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
か
ら
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な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
磁
気
コ
ア
メ
モ
リ
を
共

有
し
、
デ
ー
タ
の
受
け
渡
し
を
行
っ
た
。
表
や
座
席
フ
ァ
イ
ル
は
磁

気
ド
ラ
ム
に
保
持
さ
れ
た
。
シ
ス
テ
ム
は
二
重
化
さ
れ
、
高
い
信
頼

性
を
実
現
し
た
。
当
時
は
ま
だ
、
Ｏ
Ｓ
や
マ
ル
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

の
概
念
が
な
く
、
独
自
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発

さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
当
時
は
発
券
業
務
を
担
当
す
る
窓
口
の
係
員
が
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
に
な
じ
み
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
座
席
指
定
券
や
乗
車
券
の

印
刷
に
使
用
で
き
る
漢
字
印
刷
機
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
窓
口
装

置
に
は
工
夫
が
こ
ら
さ
れ
た
。
扁
平
な
木
片
の
先
端
に
駅
名
や
列
車

名
の
活
字
、
側
面
に
機
械
で
読
み
取
る
た
め
の
コ
ー
ド
を
つ
け
、
そ

の
木
片
を
装
置
に
差
し
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
入
力
と
券
面

の
印
刷
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

 

中
央
処
理
装
置
と
し
て
開
発
さ
れ
た
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
３
０
３
０
は
、

そ
の
後
全
日
空
や
東
海
銀
行
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
も
使

用
さ
れ
た
。 

  

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
２ 

 

１
９
６
５
年
10
月
の
東
海
道
新
幹
線
増
発
時
に
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１

０
２
が
増
設
さ
れ
、
み
ど
り
の
窓
口
の
運
用
開
始
と
と
も
に
利
用
が

始
ま
っ
た
。 

（
中
略
） 

 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
２
で
は
、
新
た
に
座
席
フ
ァ
イ
ル
制
御
装
置
を
設

け
、
新
幹
線
列
車
に
つ
い
て
も
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

在
来
線
相
互
間
及
び
在
来
線
新
幹
線
相
互
間
の
列
車
の
乗
り
継
ぎ
予

約
も
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既
設
の
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
１
と
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
２
と
が
一
体
と
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
，
座
席
数
が
従

来
の
約
５
倍
の
約
15
万
席
ま
で
取
り
扱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
３ 

 

１
９
６
８
年
10
月
の
白
紙
ダ
イ
ヤ
改
正
に
対
応
す
る
た
め
に
、

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
３
が
増
設
さ
れ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
３
は
１
日
20

万
席
、
１
週
間
（
一
部
の
座
席
は
３
週
間
）
の
予
約
業
務
を
行
う
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。 

 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
、
１
０
１
、
１
０
２
と
異
な
り
、
汎
用
計
算
機
を
使

用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
３
の
中
央
処
理
装
置
は
、

汎
用
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ
８
４
０
０
２
台
に
よ
る
並
列

運
転
方
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
、
予
約
業
務
に
関
連
し
た
統

計
業
務
に
使
用
さ
れ
る
８
４
０
０
０
１
台
の
オ
フ
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

か
ら
構
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
専
用
の
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

が
開
発
さ
れ
た
。 

 
並
列
運
転
時
両
系
照
合
不
一
致
時
の
再
試
行
、
単
独
処
理
装
置
に

２
組
の
フ
ァ
イ
ル
を
接
続
す
る
単
独
２
重
フ
ァ
イ
ル
運
転
、
単
独
１

重
フ
ァ
イ
ル
運
転
の
運
転
方
式
間
の
自
動
構
成
変
更
制
御
、
フ
ァ
イ
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ル
や
機
器
の
一
部
の
障
害
時
の
部
分
切
り
離
し
の
自
動
制
御
、
瞬
間

的
な
障
害
に
よ
る
停
止
の
防
止
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
高
め

る
機
能
を
持
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

  

一
九
七
〇
年
一
月
に
稼
働
し
た
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
１
０
４
以
後
は
割
愛
す

る
。 

 

補
足
す
る
と
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
以
前
の
座
席
予
約
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
基
本
は
電
話
と
人
手
に
よ
る
台
帳
管
理
方

式
だ
っ
た
。 

 

指
定
席
管
理
セ
ン
タ
ー
に
は
列
車
・
日
別
の
指
定
席
台
帳
を
収
納

し
た
直
径
八
メ
ー
ト
ル
の
回
転
テ
ー
ブ
ル
が
あ
っ
て
、
八
秒
で
一
回

転
の
速
度
で
回
っ
て
い
る
。
利
用
者
か
ら
申
請
を
受
け
た
駅
員
が
セ

ン
タ
ー
に
電
話
を
し
、
係
員
が
台
帳
を
引
き
抜
い
て
指
定
席
を
割
り

当
て
る
。 

 

そ
れ
を
電
話
で
駅
員
に
回
答
し
、
駅
員
が
予
約
券
を
発
行
し
て

「
め
で
た
し
め
で
た
し
」
に
な
る
わ
け
だ
が
、
繁
忙
期
に
は
待
ち
行

列
や
記
入
ミ
ス
、
ダ
ブ
ル
ブ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
頻
発
し
た
。 

 

ま
た
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
秒
速
三
メ
ー
ト
ル
で
回
転
し
て
い
る
テ

ー
ブ
ル
か
ら
特
定
の
台
帳
を
見
つ
け
、
迅
速
に
座
席
を
消
し
込
ん
で

正
確
に
戻
す
に
は
、
熟
練
の
技
が
要
っ
た
。
当
事
者
は
イ
ラ
イ
ラ
し

腹
を
立
て
、
艱
難
辛
苦
の
連
続
だ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
人
の
体
温
が
伝

わ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

三 
  

一
方
、
道
路
網
の
整
備
に
よ
っ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
新
し
い
輸
送
手
段

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
ト
ラ
ッ
ク
が
鉄
道
貨
物
に
対
抗

す
る
に
は
、
大
規
模
な
集
荷
場
と
配
送
セ
ン
タ
ー
が
欠
か
せ
な
か
っ

た
。
さ
ら
に
荷
揚
げ
、
荷
降
ろ
し
の
た
め
の
機
械
化
―
―
ク
レ
ー
ン

や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
―
―
や
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
う
た
め
の
パ

レ
ッ
ト
の
規
格
化
な
ど
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

日
本
通
運
と
い
う
会
社
が
あ
る
。 

 

発
足
し
た
の
は
一
九
三
七
年
十
月
一
日
だ
っ
た
。
鉄
道
輸
送
の
発

着
両
端
の
輸
送
を
行
う
中
小
運
送
業
者
間
を
取
り
ま
と
め
る
「
国
際

通
運
株
式
会
社
」
が
母
体
と
な
っ
た
。 

 

軍
需
産
業
の
生
産
物
や
兵
士
た
ち
を
輸
送
す
る
た
め
に
国
策
会
社

が
必
要
と
考
え
た
政
府
は
、「
日
本
通
運
株
式
会
社
法
」
を
制
定
し

て
、
同
業
種
六
社
の
資
産
を
統
合
、
こ
こ
に
政
府
そ
の
他
の
出
資
を

集
め
て
設
立
し
た
。 

 
さ
ら
に
一
九
四
二
年
、
第
二
次
大
戦
の
進
展
に
と
も
な
う
輸
送
業

務
の
集
約
的
管
理
強
化
の
目
的
で
、
政
府
は
全
国
主
要
都
市
の
運
送

業
者
を
強
制
的
に
合
併
せ
し
め
た
。 

 

終
戦
後
し
ば
ら
く
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
物
資
輸
送
を
担
う
た
め
に
戦
前
の

事
業
形
態
を
維
持
さ
れ
た
、
し
か
し
一
九
五
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
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「
通
運
事
業
法
」
と
と
も
に
商
法
上
の
一
般
商
事
会
社
と
し
て
再
出

発
し
た
。 

 
ア
メ
リ
カ
軍
の
物
資
を
輸
送
し
て
い
た
関
係
か
ら
コ
ン
テ
ナ
へ
の

対
応
は
早
く
、
五
一
年
に
は
「
日
通
式
コ
ン
テ
ナ
」
を
開
発
し
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
っ
た
六
四
年
に
は
東
京
―
室
蘭
間
に
三
ト

ン
・
コ
ン
テ
ナ
船
「
第
一
天
日
丸
」
を
就
航
さ
せ
て
い
る
。 

 

一
九
六
九
年
の
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
日
本
通
運
は
大
規
模
な

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
利
活
用
、
な
か
ん
ず
く
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
、 

 

―
―
小
さ
く
産
ん
で
大
き
く
育
て
る
。 

 

と
い
う
言
い
習
わ
し
を
定
着
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。 

 

前
身
は
、
同
社
の
富
山
支
店
が
構
築
し
た
。
下
請
け
と
し
て
使
っ

て
い
た
地
元
の
中
小
運
送
会
社
と
の
荷
受
・
配
送
業
務
お
よ
び
、
請

求
・
入
金
処
理
を
機
械
化
す
る
た
め
に
開
発
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

実
際
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
担
っ
た
の
は
富
山
計
算
セ
ン
タ
ー
（
の

ち
の
イ
ン
テ
ッ
ク
）、
第
一
号
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
た
の
は
一
九
六

七
年
だ
っ
た
。 

 

並
行
し
て
本
社
で
は
、
六
六
年
か
ら
富
士
通
と
共
同
で
コ
ン
テ
ナ

輸
送
時
代
に
対
応
し
た
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
着
手
し
て

い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
は
、

支
店
の
個
別
シ
ス
テ
ム
を
共
通
化
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
な
か
っ

た
。 

 

富
山
支
店
で
稼
動
し
た
シ
ス
テ
ム
が
な
か
な
か
評
判
が
い
い
と
い

う
こ
と
を
新
潟
支
店
が
聞
き
つ
け
て
、 

 

「
う
ち
に
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
入
れ
て
ほ
し
い
」 

 

と
本
社
に
要
請
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。 
 

そ
こ
で
日
通
は
本
社
に
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
５
０
を
設
置
し
て

次
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。 

  

①
荷
受
人
に
荷
物
の
到
着
を
速
報
で
予
報
し
案
内
す
る
。 

 

②
貨
物
の
追
跡
調
査
が
迅
速
に
行
え
る
。 

 

③
ト
ラ
ッ
ク
の
返
路
利
用
を
向
上
す
る
。 

 

④
各
ス
ポ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
の
在
庫
情
報
を
迅
速
に
把
握
し
、
生
産 

 
 

地
や
工
場
の
出
荷
調
整
に
役
立
て
る
。 

  

従
来
は
テ
レ
タ
イ
プ
で
年
間
五
百
万
件
に
の
ぼ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
交

換
を
行
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
か
か
る
人
件
費
を
考
え
れ
ば

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
費
用
は
大
き
な
負
担
で
は
な

か
っ
た
。
加
え
て
大
口
顧
客
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
の
で

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
か
っ
た
。 

 
シ
ス
テ
ム
は
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
た
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
２
３
０
―
５
０

と
、
全
国
の
主
要
支
店
二
百
六
十
か
所
に
設
置
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
端

末
「
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
―
５
２
０
Ｖ
」
を
通
信
速
度
一
千
二
百
ビ
ッ
ト
の
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回
線
で
結
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。 

  
 
 
 
 

四 
  

海
運
業
で
も
大
量
輸
送
時
代
に
対
応
す
べ
く
、
六
〇
年
代
に
入
っ

て
集
約
が
進
ん
で
い
た
。 

 

大
阪
商
船
と
三
井
船
舶
が
合
併
し
て
「
大
阪
商
船
三
井
船
舶
」
に
、

日
東
商
船
と
大
同
海
運
が
「
ジ
ャ
パ
ン
ラ
イ
ン
」
に
、
山
下
汽
船
と

新
日
本
汽
船
が
「
山
下
新
日
本
汽
船
」
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
が
進
ん
で
い
た
の
は
日
本
郵
船
で
あ
る
。 

 

シ
ス
テ
ム
を
企
画
し
開
発
の
実
務
を
担
当
し
た
の
は
、
総
務
部
機

械
課
の
課
長
だ
っ
た
鈴
木
秀
郎
（
の
ち
セ
イ
ノ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
社

長
）
だ
っ
た
。 

 

「
当
時
、
一
万
ト
ン
級
の
輸
送
船
に
荷
物
を
積
み
揚
げ
る
に
は
五

日
間
か
か
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
コ
ン
テ
ナ
を
採
用
す
る
と
一
日
半

で
終
っ
て
し
ま
う
。
お
ま
け
に
容
器
が
倉
庫
代
わ
り
に
な
る
の
で
倉

庫
代
も
か
か
ら
な
い
。
陸
上
輸
送
の
ト
ラ
ッ
ク
と
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
れ
ば
、
大
幅
な
時
間
と
コ
ス
ト
の
圧
縮
が
可
能
に
な
っ
た
」 

 

と
鈴
木
は
い
う
。 

 

新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
た
の
は
六
二
年
だ
っ
た
。 

 

社
内
に
「
業
務
合
理
化
研
究
会
」
が
設
置
さ
れ
、
並
行
し
て
コ
ン

テ
ナ
船
の
導
入
が
検
討
さ
れ
た
。
三
菱
造
船
に
新
型
船
の
設
計
を
依

頼
し
、
建
造
計
画
が
ま
と
ま
っ
た
の
は
六
四
年
秋
で
あ
っ
て
、
そ
の

と
き
「
六
八
年
九
月
」
が
新
シ
ス
テ
ム
稼
動
の
目
標
と
な
っ
た
。 

 

「
コ
ン
テ
ナ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
」

（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
ば
か
り
で
な
く
、
港
湾
の
整
備
、
組
織
の
再
編
成
を

行
う
計
画
策
定
の
作
業
も
鈴
木
に
委
ね
ら
れ
た
。 
 

「
日
本
に
は
ど
こ
に
も
相
談
す
る
相
手
が
い
な
か
っ
た
。
仕
方
が

な
い
の
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
に
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
ど
う
も
返

事
が
お
ぼ
つ
か
な
い
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
選
ん
だ
の
は
、
つ
ま
り
こ
の

会
社
な
ら
ア
メ
リ
カ
の
状
況
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考

え
た
か
ら
だ
っ
た
」 

 

お
の
ず
か
ら
セ
ン
タ
ー
に
設
置
す
る
計
算
機
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
製
に
な
っ

た
。 

 

六
五
年
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
４
４
０
」
を
設
置
し
、
次
い
で
六
七
年
十

一
月
に
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０
」
に
置
き
換
え
、

さ
ら
に
六
八
年
六
月
に
同
型
機
を
も
う
一
台
追
加
し
た
。
日
本
製
品

の
輸
出
が
急
増
し
た
お
か
げ
で
事
務
処
理
の
量
は
六
〇
年
と
比
べ
四

倍
か
ら
五
倍
に
増
え
た
が
、
要
員
は
反
対
に
減
っ
て
い
た
。 

 
人
件
費
に
換
算
す
る
と
毎
月
一
千
万
円
か
か
る
と
試
算
さ
れ
る
業

務
が
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
で
は
毎
月
五
百
万
円
の
レ
ン
タ

ル
料
で
済
む
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
が
加
わ
っ
た
。 

 

追
加
設
置
さ
れ
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
／
３
６
０
モ
デ
ル
４
０
を
セ

ン
タ
ー
マ
シ
ン
に
、
東
京
、
横
浜
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
さ
ら
に
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品
川
、
摩
耶
（
神
戸
）
の
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
設
置
し
た
端

末
「
Ｉ
Ｂ
Ｍ
１
０
５
０
」
計
十
三
台
を
二
百
ビ
ッ
ト
の
回
線
で
結
ん

で
い
た
。
こ
れ
で
積
み
込
む
貨
物
の
管
理
を
集
中
的
に
処
理
す
る
の

で
あ
る
。 

 

同
一
コ
ン
テ
ナ
に
ど
の
よ
う
な
荷
貨
物
を
混
載
す
る
か
。 

 

コ
ン
テ
ナ
・
ヤ
ー
ド
を
ど
う
配
置
す
る
か
。 

 

輸
送
船
に
ど
の
よ
う
な
順
番
、
位
置
で
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
込
む
か
。 

 

コ
ン
テ
ナ
と
輸
送
船
の
運
航
を
ど
う
手
配
す
る
か
。 

 

陸
送
用
ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
を
ど
う
管
理
す
る
か
。 

 

以
上
を
も
と
に
運
賃
や
積
み
込
み
・
積
上
げ
手
数
料
を
計
算
し
、

荷
主
や
荷
受
人
に
荷
貨
物
の
到
着
予
定
を
通
知
し
、
荷
貨
物
を
追
跡

す
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
鈴
木
は
、
そ
う
し
た
情
報
を
も
と
に
統
計
情
報
を
作
成
す

る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
諸
経
費
を
分
析
し
て
無
駄
を
排
除
し
た
り
、

荷
貨
物
の
季
節
変
動
や
市
場
の
動
き
と
の
か
か
わ
り
を
把
握
す
る
経

営
管
理
シ
ス
テ
ム
に
役
立
て
、
あ
る
い
は
造
船
計
画
や
傭
船
計
画
の

予
測
に
適
用
し
た
。 

 

六
七
年
六
月
、
日
本
郵
船
と
三
菱
倉
庫
が
共
同
出
資
し
て
「
日
本

コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
輸

送
へ
の
体
制
が
着
々
と
整
え
ら
れ
た
。 

 

翌
六
九
年
九
月
、
日
本
郵
船
が
初
め
て
保
有
し
た
コ
ン
テ
ナ
船

「
箱
根
丸
」、
日
本
郵
船
・
昭
和
開
運
の
「
榛
名
丸
」（
と
も
に
三
菱

重
工
業
神
戸
造
船
所
製
）
が
就
航
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
も
同
時
に
稼
動

を
開
始
し
、
こ
う
し
て
海
運
業
界
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
盤

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。 



第 136 大量輸送（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ 
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
当
初
に
国
鉄
が
付
け
た
英
文
名
は

「M
agnetic electoronic A

utom
atic Reservation 

System

」だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
に
は
「M

agnetronic A
utom

atic Reservation System

」

と
な
り
、
現
在
は
「M

ulti A
ccess seat Reservation System

」
と
言
い

換
え
ら
れ
て
い
る
。 
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